
令和元年度　行政評価表：消防調整課

Ｈ30年度

指標 単位 目標 実績 達成率 目標 実績 達成率 指標 単位 目標 実績 達成率 目標 実績 達成率 事業評価 評価の理由 Ｒ３年度予算要求の方向性

防災体制
の整備

伊万里・有田
消防組合運営
負担金

災害のない、また、災害によって受ける
被害の軽減による、安全・安心のまちづ
くりのための消防力の充実強化を図
る。
・消防施設の充実強化
・消防行政の総合的な企画及び調整に
関する業務。
・消防職員の任命、設備の維持管理に
関する業務
伊万里市・有田町で共同運営する伊万
里・有田消防組合を支援する。

人件費負担
金

千円 781,117 781,117 100% 766,188 766,188 100%
人件費負担
金

千円 781,117 781,117 100% 766,188 766,188 100% 870,628 884,741 884,741 なし

消防組合が実施する事
業に対する支援のた
め、成果向上の余地は
ない。

なし
義務的経費であり、コス
ト削減の余地はない。

維持
適正に行われてお
り見直す余地はな
い。

大規模複雑多様化してい
る災害に対応するため、必
要不可欠な資機材等につ
いて適切な予算要求を行
う。

維持

大規模な自然災害が多発
するなど災害様式も変化し
ており、今後も組合の活動
に支障がないよう適正な
業務が必要である。

防災体制
の整備

消防団運営事
業

消防団は幅広い分野で地域防災の要
として重要な役割を果たしている。市民
に安心安全を提供し、それらの活動が
安全確実、さらには迅速に実施できる
よう消防装備及び待遇の充実を図る。

更新又は新
たに整備し
た装備品の
種類

種類 5 5 100% 6 6 100%
装備品を配
備した分団
数

分団
数

11 11 100% 11 11 100% 83,921 86,079 85,448 中

装備を充実させた
ことで、消防団員の
活動に対する安全
性が向上した。

なし

大規模複雑化、多
種多様化する災害
に対し、市民に安
心安全を提供する
ため、また、消防団
員の安全を確保す
るため、さらなる装
備の充実が必要で
ある。

維持

大規模複雑化、多
種多様化する災害
から市民の生命、
身体及び財産を保
護するため、今後
も装備品更新及び
導入が必要であ
る。

市民に安心安全を提供す
るために活動を行う消防
団員の安全確保のため、
消防団の装備の基準を基
に本市において必要な装
備品（資機材）を見極め適
切な予算要求を行う。

維持

消防団員の安全装備につ
いては改善が進んでいる
が、活動における資器材
の整備も必要である。

防災体制
の整備

消防団車両管
理事業

小型動力ﾎﾟンプ付積載車、積載車及び
小型動力ポンプの更新に係る事業であ
り、経過年数に基づき普通自動車３５
年、軽自動車２５年、小型動力ポンプ３
０年を基準に年次的な更新を図ってい
る。
・小型動力ポンプ付積載車　６６台
・小型動力ポンプ付消防台車　３台

小型動力ポ
ンプ付積載
車、積載車
及び小型動
力ポンプ

台 2 2 100% 2 2 100%
更新した台
数

台 2 2 100% 2 2 100% 9,055 9,344 9,259 中

　車両が更新され
たことで消防力を
維持することができ
た。

なし

　災害活動には、
一定の装備が必要
不可欠であり、コス
ト削減の余地はな
い。

維持

　県内他市町の消防
団積載車の更新基準
等と比較すると、更
新までの期間が著し
く長い。
　しかしながら、今年
度も積載車及び小型
動力ポンプについて
は突発的な故障等も
なく、年次計画どおり
更新ができた。

　年次計画に沿った予算
要求を行っていく。最低で
も現在の年次計画に沿っ
た更新を行っていきたい。

維持

消防団車両等については
適切な維持管理と計画に
沿った更新により維持でき
ている。
しかし故障時の部品の供
給等を考慮すると更新期
間の短縮が望ましいところ
である。

防災体制
の整備

消防団施設整
備支援事業

各地区から消防団施設の補修・新設に
対する補助金の要望を受理し、補助金
を交付する。
伊万里市消防施設整備事業、補助の
対象施設
新設及び補修
１．小型動力ポンプ積載車格納庫
２．小型動力ポンプ格納庫
３．ホース乾燥塔

各種新設・
補修件数

件 1 1 100% 2 2 100%
不具合・トラ
ブル件数

件 0 1 未達成 0 0 100% 384 1,508 1,508 中

予算が措置されれ
ば、施設が整備さ
れ消防団員の福利
厚生面が充実され
る。

なし

本事業は、補助事
業であることから、
要望に対して補助
金交付要綱に基づ
き補助金を交付し
ており、削減する余
地はない。

維持

各地区所有の消防
施設に対する支援
を行うことで、消防
力の維持と向上を
図ることができた。
同時に消防団員の
福利厚生面の向上
が図られた。

随時、関係機関からの要
望に対応していく。

維持

消防団活動の拠点である
格納庫等の維持管理は、
積載車、小型動力ポンプ、
資器材等の維持管理、防
犯及び団員の福利厚生の
面から非常に重要であり、
管理する地区の要望に対
応することができている。

防災体制
の整備

消防用設備管
理事業

市が保有する消防用設備を管理する。
各地区から消防用設備の補修・新設に
対する補助金の要望を受理し、審査を
行い補助金を交付する。
新設及び補修
・防火水槽

各地区が保
有する防火
水槽の新
設・補修件
数

件 2 2 100% 5 5 100%

市が保有す
る消防用設
備の補修件
数

件 1 1 100% 1 1 100% 4,618 6,964 6,775 中

予算が措置されれ
ば、消防用設備の
整備により消防力
が強化される

なし

本事業は、消防用
設備の管理及び補
助事業であること
から、削減する余
地はない。

維持

市が保有する消防
用設備を適切に管
理し、各地区所有の
消防用設備に対す
る支援を行うこと
で、消防力の維持と
向上を図ることがで
きた。

市が保有する消防用設備
を適切に管理すると共に、
随時、関係機関からの要
望に対応していく。

維持

消防用設備は火災発生時
における消火活動におい
て不可欠なものであり、適
切に維持管理ができてい
る。
今後老朽化する地下式防
火水槽の維持については
検討する必要がある。
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